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【公立 大学ガ バナンス ・コー ドの各 原則に基 づく適 合状況 】  

公立大 学ガバ ナンス・ コード  本学の 対応 

基本原 則１ 

公立大 学の自 主性・自 律性に 基づい た計

画策定 と体制 構築 

公立大 学は、設置自 治 体が示 す設置 目

的をミ ッショ ンとして 踏まえ、設置 自治

体 か ら 措 置 さ れ る 基 盤 的 経 費 を 重 要 な

財源と して活 用しなが ら、教 育・研 究、

地域／ 社会貢 献機能を 最大限 に発揮 し、

地 域 の 公 共 的 財 産 と し て 地 域 社 会 の 発

展に貢 献する 責任を負 ってい る。こ の責

任を果 たして いくため に、公立大学 には

その自 主性・自 律性に 基づい た目標・計

画を作 成し、それを 実 現に導 くこと ので

きる体 制を構 築するこ とが求 められ る。 

設 立 団 体 が 示 す 目 標 を 元 に 策 定 し た 大 学 の

理念で ある、「YCU ミ ッショ ン」を 踏ま え、設

立 団 体 が示 し た 中 期 目 標 の 達 成に 向 け て 中 期

計 画 及 び年 度 計 画 を 策 定 し 、 計画 の 実 現 に 向

けた運 営体制 を構築し ている 。  

原則１ －１  

公 立 大 学 の ミ ッ シ ョ ン を 踏 ま え た ビ ジ

ョン、 目標・ 戦略の策 定 

公立大 学は、ミ ッショ ンを踏 まえ 、そ

の実現 のため のビジョ ン、目標及び 具体

的な戦 略を策 定する。また 、それ らの策

定に当 たって は、多 様 な関係 者の意 見を

聴 き な が ら 社 会 の 要 請 の 把 握 に 努 め る

ととも に、当該 ビジョ ン、目標及 び戦略

を実現 するた めの道筋 を示す など、透明

性の確 保に努 めていく 。 

「YCU ミッ ショ ン」を 踏まえ て「基本 方針」

を 策 定 し、 そ の 実 現 に 向 け て 中期 計 画 に お い

て具体 的な戦 略を策定 してい る。 

経 営 審 議 会 及 び 教 育 研 究 審 議 会 に お い て 、

各 分 野 にお け る 有 識 者 で あ る 学外 理 事 及 び 学

外委員 から意 見聴取を してい る。ま た、法人 評

価委員 会にお いても、委員か ら意見 を聴取し 、

法人運 営に活 かしてい る。  

■大学 の理念  

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/outli

ne/philosophy/index.html 

■中期 目標・ 中期計画 ・年度 計画 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/corp/

plan/index.html 

■経営 審議会  

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/corp/

management/index.html 

■教育 研究審 議会 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/corp/

ac/index.html 

原則１ －２  

目標・戦略を 策定・実 行・検 証する 体制

 目 標 の 達 成 の た め に 策 定 し た 中 期 計 画 に つ い

て は 、 年 度 計 画 を 策 定 し 、 経 営 審 議 会 、 教 育 研
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の構築  

公立大 学は、ミ ッショ ンを踏 まえ 、目

標を達 成する ための戦 略を策 定・実 行す

るとと もに、そ の成果 の検証 を行い 、目

標・戦略の見 直しに 反 映させ る仕組 みを

整備す る。その 際、大 学の活 動につ いて

のデー タを収 集・分析 し、意思決 定を支

援する ための IR 機 能 等の充 実など 、エ

ビデン スベー スによる 検証、資源配 分の

見直し に努め ていく。  

究 審 議 会 、法 人 評 価 委 員 会 で 成 果 の 検 証 を 行 い 、

目 標 ・ 戦 略 の 見 直 し に 反 映 さ せ て い る 。  

 教 育 研 究 自 己 点 検 評 価 委 員 会 を 設 置 し 、学 部・

研 究 科 等 の 教 育 部 局 ご と や 、 学 生 支 援 、 学 生 受

け 入 れ た 管 理 運 営 な ど の 単 位 で 、 大 学 設 置 基 準

等 国 の 法 令 規 則 に 定 め ら れ る 内 容 を 充 足 す る か

毎 年 度 自 己 点 検 及 び 評 価 を 行 う 。 改 善 を 要 す る

事 項 に お い て は 、 必 要 な 取 組 を 行 い 、 教 育 の 質

保 証 ・ 向 上 に つ な が る PDCA サ イ ク ル を 実 行 し

て い る 。  

 ま た 、 令 和 4 年 度 に 設 置 し た 全 学 組 織 の 高 等

教 育 推 進 セ ン タ ー に は 教 学 IR 部 門 を 置 き 、学 内

の 様 々 な デ ー タ の 収 集 ・ 分 析 を 行 い 、 組 織 的 か

つ 体 系 的 に 教 育 の 質 の 改 善・向 上 を 図 っ て い る 。 

 さ ら に 学 群 ご と に 教 学 Ｉ Ｒ ワ ー キ ン グ を 設 置

し 、 授 業 科 目 ご と に 行 う 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト や

卒 業 年 次 生 に 対 し て 実 施 す る カ リ キ ュ ラ ム 評 価

ア ン ケ ー ト 、 文 部 科 学 省 が 実 施 す る 全 国 学 生 調

査 な ど 学 生 向 け ア ン ケ ー ト の 結 果 や 、 成 績 分 布

や 、 国 家 試 験 受 験 状 況 に つ い て の デ ー タ 分 析 を

行 い 、 学 修 者 本 位 の 教 育 の 実 現 に 向 け た 教 育 の

自 己 点 検 評 価 ・ 改 善 の 取 組 の 活 用 し て い る 。  

 平 成 28 年 度 か ら 展 開 し て い る 学 ⾧ 裁 量 事 業

「 戦 略 的 研 究 推 進 事 業 」 は 、 ３ 年 を １ 期 と し 、

本 学 の 強 み や 将 来 有 望 な 研 究 分 野 に つ い て 、 積

極 的 ・ 戦 略 的 に 研 究 費 を 配 分 す る も の で 、 配 分

先 及 び 配 分 額 の 決 定 に あ た っ て は 、 学 ⾧ の リ ー

ダ ー シ ッ プ の 下 、研 究 Ｉ Ｒ（ NISTEP サ イ エ ン ス

マ ッ プ や Web of Science、  Incites 等 を 活 用 ）

に よ る 客 観 的 分 析 の ほ か 、 学 ⾧ に よ る 研 究 者 へ

の ヒ ア リ ン グ 等 を 通 じ て 行 っ て い る 。 毎 年 度 の

進 捗 状 況 に お い て も 学 ⾧ 自 ら 確 認 を 行 い 、 必 要

に 応 じ て 研 究 費 の 配 分 額 等 の 見 直 し も 行 う な ど

エ ビ デ ン ス ベ ー ス で の 事 業 展 開 と な っ て い る 。  

■ 高 等 教 育 推 進 セ ン タ ー  教 学 IR 部 門  

https://www.yokohama-

cu.ac.jp/higher_edu/ir/index.html 

■ 教 学 IR 実 施 報 告  

https://www.yokohama-
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cu.ac.jp/info/institutionalresearch.html 

■ 学 ⾧ 裁 量 事 業  

https://www.yokohama-cu.ac.jp/res-

portal/prsdt/president.html 

 

原則１ －３  

自主的・自 律的・戦 略 的な経 営及び 教学

運営の 体制構 築  

公立大 学は、ミッシ ョ ンを実 現する た

め、設置自治 体から の 運営費 交付金 等を

重要な 財政基 盤として いるこ とから 、大

学内部 の人的・物的資 源等を 戦略的 、効

率的、効果 的に 配分す るとと もに 、教職

協働に より教 育・研究・地域／社 会貢献

機 能 を 最 大 限 発 揮 で き る 教 学 運 営 の 体

制を構 築する 。  

 予 算 につ い て は 、 中 期 計 画 の実 現 に 向 け た

大 学 内 部で の 配 分 を 考 慮 し 、 経営 方 針 会 議 及

び 経 営 審議 会 の 承 認 を 得 て 編 成し て い る 。 ま

た 、 改 革推 進 会 議 や 経 営 改 善 プロ グ ラ ム の 活

動 に お いて 、 資 源 の 戦 略 的 な 配分 に つ い て 検

討、実 施して いる。  

 本学「学術 院」と学術院の下に「 国際 総合 科

学群」と「医 学群 」を 設置し 、全て の専 任教 員

は、い ずれか の学 群に 所属し ている 。こ れに よ

り学⾧ のリー ダーシッ プの下 、既存 の学部・研

究 科 の 枠組 み を 超 え た 領 域 横 断的 な 教 育 研 究

や、柔 軟かつ 戦略 的な 組織編 成・教 員配 置が 可

能とな ってお り、教育・研究・地域 ／社 会貢 献

の 活 動 支援 に 必 要 な 事 務 組 織 とと も に 、 教 職

協働に よる教 学運営の 体制を 構築し ている。  

原則１ －４  

多 様 な 人 材 の 確 保 と 高 度 な 専 門 性 を 有

する人 材の計 画的な育 成  

公立大 学は、社会に 対 する役 割を継 続

的に果 たして いけるよ う、性別や国 際性

な ど の 観 点 か ら 多 様 な 人 材 を 確 保 す る

ととも に、大 学経営 に 必要な 能力を 備え

る人材 や、教学 面の先 見性・戦略 性を有

する人 材、地 方自治 制 度や高 等教育 制度

に精通 する人 材等、高 度な専 門性を 有す

る 人 材 を ⾧ 期 的 な 視 点 に 立 っ て 計 画 的

に育成 する。特 に、大 学の運 営の重 要な

担い手 である 事務職員 につい ては、中⾧

期 的 な 人 材 育 成 計 画 や 人 事 異 動 方 針 等

を策定 する。  

教 員 に つ い て は 、 学 外 委 員 を 含 め た 人 事 委

員 会 を 設置 し 、 多 角 的 な 視 野 から 採 用 等 を 審

議 し て いる 。 広 く 公 募 を 行 う こと で 学 外 か ら

優秀な 人材の 採用や、国際公 募も行 う等、性 別

や 国 際 性等 の 観 点 か ら 多 様 な 教員 の 確 保 に 努

めてい る。 

事務系 職員に ついては 、YCU 人材 育成 プラ

ン（人 材育成 計画 ）に掲げた。その 中で 目指 す

べき職 員像や 、果 たす べき役 割、求 めら れる 能

力 、 プ ロフ ェ ッ シ ョ ナ ル を 目 指し た キ ャ リ ア

プ ラ ン に沿 い 、 年 次 や 職 位 に 対す る 人 材 育 成

重 点 目 標に 基 づ く 各 種 研 修 や 、各 種 人 事 制 度

の 効 果 的な 連 動 に よ り 計 画 的 な育 成 に 努 め て

いる。  

職 員 に つ い て は 、 専 門 職 採 用 や 経 験 を 踏 ま

え た 中 途採 用 、 横 浜 市 か ら の 派遣 職 員 受 け 入

れ な ど を行 う こ と で 、 専 門 性 を有 す る 人 材 の

確保に 努めて いる。  

原則１ －５   大 学 が今 後 も 発 展 し て い く ため の 自 律 的 な
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自ら実 行する 不断の改 革 

公立大 学は、社会が 急 速に変 化する 中

で、地域社会 から欠 く べから ざる存 在で

あり続 けるた めに、自 ら不断 の改革 を実

行する ととも に、そ の 成果を 積極的 に社

会に発 信する 。  

経 営 を 目指 し て い く た め 、 改 革推 進 会 議 や 経

営 改 善 プロ グ ラ ム 等 の 活 動 に おい て 、 改 革 の

取組を 進めて いる。ま た、そ れらの 成果 につ い

て は 様 々な 手 法 を 使 っ て 適 切 に社 会 に 発 信 し

ていく 。  

基本原 則２ 

公立大 学の適 正な経営 の展開  

公立大 学が、自 主的・自立的 な環境 の

下、教 育・研 究・地 域 ／社会 貢献機 能を

最大限 に発揮 し、社 会 に対す る役割 を果

たし続 けるた めには、学⾧が そのリ ーダ

ーシッ プを発 揮し、迅 速・的確な 意思決

定 を 可 能 と す る 経 営 体 制 を 構 築 す る こ

とが求 められ る。 

ま た ガ バ ナ ン ス の 基 本 要 素 の 一 つ と

してト ップへ の牽制機 能が求 められ る。

公立大 学は、それぞ れ の制度 環境に 即し

て、学⾧に対 する自 律 的な牽 制機能 につ

いて検 討し、 強化して いく必 要があ る。 

法 人 の 業 務 を 総 理 す る 理 事 ⾧ と 、 教 学 の 責

任者で ある学 ⾧を置き 、役割 を分担している 。

あわせ て、学 ⾧が 副理 事⾧を 、副学 ⾧が 理事 を

兼 務 す るこ と で 、 経 営 と 教 学 のバ ラ ン ス を 取

っ て 、 迅速 ・ 的 確 な 意 思 決 定 を可 能 と し て い

る。 

 また 、文書 、情 報管理、組 織など に関 する 例

規を定 め、迅 速・的確 な意思 決定を 可能 とす る

経営体 制を構 築してい る。  

 定 款 に お い て 、 理 事 ⾧ は 市 ⾧が 任 命 す る こ

ととし ており 、学 ⾧の 選考や 、任期、解 任に 関

す る 審 議を 行 う た め に 学 ⾧ 選 考会 議 を 置 い て

いる。  

 こ の ほか 、 法 人 経 営 と 教 育 研究 に 関 す る 審

議 機 関 とし て 経 営 審 議 会 と 教 育研 究 審 議 会 を

置くほ か、「監 事監査 規程」や「内部 統制シ ス

テ ム に 関す る 規 程 」 を 定 め 、 それ ぞ れ の 業 務

や、組 織・役 職員 が適 切に運 営され てい るか ど

うか、自律的に牽制す る仕組 みがで きている 。 

原則２ －１ 理事⾧・ 学⾧を はじめ とし た経 営執行 部の責 務  

原則２ －１―１  

理事⾧ ・学⾧ の責務  

理事⾧・学 ⾧は 、基 本 原則１ に掲げ る

事項を 踏まえ 、その 実 現に向 けた経 営及

び教学 運営の 考え方を 明らか にし、教職

員の理 解を得 て、そ の 意欲と 能力を 引き

出すと ともに 、学生 等 に対し ても情 報発

信に努 めるべ きである 。ま た、自大 学の

教 育 研 究 の 成 果 が 最 大 化 さ れ る よ う リ

ーダー シップ を発揮す るとと もに、多様

な関係 者の意 見、期 待 を踏ま えて大 学経

営を行 う。 

教職員 に対し ては、毎月発行される「YCU 法

人 News」で理事 ⾧メ ッセー ジを、年度当 初 に

開 催 さ れる 学 術 院 全 体 会 で は 、 学 ⾧ か ら 大学

運 営 の 方向 性 や 基 本 的 な 考 え 方な ど を 発 信 し

ている 。  

 学生 に対し ては、入 学式・卒業式に加 え、大

学案内 や履修 ガイド・履修案 内、オ リエ ンテ ー

シ ョ ンや 説 明 会、 Ｌ Ｍ Ｓ「 YCU-Board」 を 利

用した お知ら せ、大学 web サ イト 等様々 な場

面・媒 体を通 じて、情 報発信 に努め ている。  

 法 人 の経 営 に 関 す る 重 要 事 項を 審 議 す る 経

営 審 議 会に は 、 法 人 経 営 に 広 く社 会 の 多 様 な

意見を 反映さ せるため 、産業 界、教育界 、メ デ
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ィ ア 等 多様 な 分 野 か ら 学 外 委 員に 参 画 い た だ

い て い るほ か 、 教 育 研 究 に 関 する 重 要 事 項 を

審 議 す る教 育 研 究 審 議 会 に は 、構 成 員 に 外 部

有 識 者 を加 え る こ と に よ り 、 常に 社 会 の 動 向

を 意 識 し、 多 様 な 意 見 を 取 り 入れ な が ら 大 学

運営を 行って いる。  

原則２ －１－ ２  

理事⾧ ・学⾧ を支える 補佐体 制の構 築  

理事⾧・学⾧ は、副学 ⾧、学 ⾧補佐 等

の 人 材 を 適 材 適 所 に 責 任 を も っ て 学 内

外から 選任・配 置し 、自らの 意思決 定や

業 務 執 行 へ の サ ポ ー ト が 機 能 す る 体 制

を整備 する。  

副理事 ⾧（学 ⾧以 外）は理事 ⾧によ る任 命と

され、理事⾧ を支 え適 切な法 人運営 や教育・研

究 ・ 診 療の さ ら な る 充 実 を 図 るこ と の で き る

仕組み となっ ている。一方、副学⾧ や学 ⾧補 佐

等 は 学 ⾧に よ る 選 考 と し て お り、 副 学 ⾧ に つ

い て は 、理 事 を 兼 務 す る 副 学 ⾧に 加 え 特 定 の

分 野 を 担当 す る 副 学 ⾧ を 置 く こと が で き 、 学

⾧ 補 佐 につ い て も 同 様 に 、 特 定分 野 の 専 門 的

事 項 を 担 当 す る も の を 置 く こ と が で き る な

ど、学 ⾧を支 える補佐 体制を 構築し ている。  

原則２ －１－ ３  

戦略的 な資源 配分  

理事⾧・学 ⾧は 、原 則 １－２ 及び１ －

３で整 備した 体制を通 じ、予 算・人 事・

組織編 制等に ついて、教育・研究・地域

／ 社 会 貢 献 機 能 を 最 大 化 す る た め の 戦

略的な 資源配 分を行い 、その成果を 適切

に検証 する。  

教 員 の 採 用 等 に つ い て は 、 学 外 委 員 を 含 め

た 人 事 委員 会 に お い て 、 多 角 的な 視 野 を も っ

て採用 等を審 議してい る。ま た、人 事委 員会 に

は 学 群 ⾧等 を 部 会 ⾧ と す る 部 会を 置 き 、 部 会

に は 学 部⾧ ・ 研 究 科 ⾧ や 職 員 管理 職 が 参 画 し

ている 。これ によ り、学部や 研究科 にお いて 教

育・研究・地域/社会 貢献機 能を最 大化 でき る

よ う 考 慮し な が ら 、 戦 略 的 な 教員 配 置 を 行 っ

ている 。そ の効 果は教 員ごと に行う SD（ Self

-Development） 制 度 による 評価や 、再任及 び

昇任審 査の中 で適切に 検証し ている 。  

 中 期 計画 及 び 年 度 計 画 に 掲 げた 具 体 的 施 策

及 び 重 点戦 略 等 を 強 力 に 推 進 する た め 、 医 理

系 分 野 を中 心 に 先 端 的 な 教 育 研究 機 器 の 整 備

を 行 う 教育 研 究 設 備 整 備 費 や 、研 究 に お け る

学 ⾧ 裁 量経 費 、 教 員 の 地 域 貢 献活 動 に お け る

地 域 貢 献活 動 支 援 事 業 な ど 戦 略的 な 資 源 配 分

を行っ ている 。  

 事 務 組織 の 見 直 し に つ い て は、 経 営 方 針 会

議 及 び 経 営 審 議 会 の 審 議 を 経 て 決 定 し て お

り 、 見 直し の 趣 旨 に 沿 っ た 職 員配 置 を 行 っ て

いる。  

原則２ －１－ ４   定款 のほか 、「経営 審議会 規程」及び「経 営
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大学の 経営執 行部に求 められ る責務  

大学の 経営執 行部は、大学経 営の重 要

事 項 に つ い て 迅 速 か つ 十 分 な 検 討 等 を

行うこ とで、学 ⾧の意 思決定 を支え 、大

学の適 正な経 営を確保 する。  

方針会 議規程 」を 定め 、法人 や大学 にお ける 経

営 的 判 断を 伴 う 重 要 事 項 及 び 新規 事 業 等 の 方

向性や 、緊急 を要 する ものに ついて 、各 会議 で

審議を 行って いる。 「教育 研究審 議会規程 」

を 定 め 、教 育 研 究 の 重 要 事 項 につ い て 教 育 研

究 審 議 会で 審 議 を 行 っ て い る 。会 議 は 前 年 度

中 の 決 定に 基 づ き 開 催 す る 他 、必 要 に 応 じ て

臨時開 催する など、迅 速な審 議を行 っている 。 

原則２ －２  大学 の 経営、 教育研 究を 支え る審議 機関と 監査 体制の構築  

原則２ －２－ １  

外 部 ス テ ー ク ホ ル ダ ー を 交 え た 経 営 審

議体制 の構築  

公立大 学は、業務の 成 果を最 大化で き

る経営 を実現 するため 、多様なステ ーク

ホルダ ーの幅 広い意見 を聴き、その 知見

を 積 極 的 に 大 学 経 営 に 反 映 さ せ る た め

に 経 営 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る 機

関など の組織 体制を整 備する。そう した

組織に 対して は、そ の 役割を 踏まえ 適切

な議題 の設定 をはじめ 、明確な方針 に基

づいた 委員の 選任を行 うとと もに、外に

開 か れ た 組 織 と な る よ う 学 外 委 員 を 半

数以上 で構成 するなど 、審議を活性 化さ

せるた め運営 方法を工 夫する 。  

法 人 の 経 営 に 関 す る 重 要 事 項 を 審 議 す る た

め、経 営審議 会を 設置 してい る。法 人経 営に 広

く 社 会 の多 様 な 意 見 を 反 映 さ せる た め 、 産 業

界 、 教 育界 等 多 様 な 分 野 か ら 学外 委 員 を 選 考

し て い る。 委 員 は 半 数 以 上 が 学外 委 員 で 構 成

されて いる。  

 経 営 審議 会 の 会 議 運 営 に 当 たっ て は 、 審 議

を 活 性 化さ せ る た め 以 下 の と おり 工 夫 を 施 し

ている 。  

・ 学 外 委員 を 含 め 多 く の 委 員 が出 席 可 能 と な

る よ う 、あ ら か じ め 翌 年 度 一 年間 の 開 催 日 程

を設定  

・ 会 議 開催 日 前 に 委 員 へ 資 料 を送 付 し 、 事 前

に議題・資料 を確 認し てもら うこと で、会議 当

日に十 分な審 議時間を 確保  

・ 適 時 適切 に 法 人 経 営 に 関 す る決 定 が 行 わ れ

るよう 、ハイ ブリッド 開催な どを活 用  

・ 経 営 審議 会 の 開 催 に 当 た っ ては 、 議 ⾧ で あ

る 理 事 ⾧が 招 集 す る ほ か 、 経 営審 議 会 の 構 成

員 の ２ 分の １ 以 上 か ら の 要 求 で会 議 の 招 集 を

求める ことが 可能 

原則２ －２－ ２  

教 育 研 究 の 質 の 向 上 を 図 る た め の 審 議

体制の 構築  

公立大 学は、教育研 究 の質の 向上を 図

り、教 育・研 究・地 域 ／社会 貢献の 機能

を 最 大 限 発 揮 で き る 教 学 運 営 を 実 現 す

るため、教育 研究に 関 する重 要事項 を審

議する 機関な どの組織 体制を 整備す る。

そうし た組織 に対して は、その責務 を十

定款の ほか、「教育研究 審議会 規程」を定め、

教 育 研 究の 重 要 事 項 を 審 議 す る機 関 と し て 教

育研究 審議会 を設置し ている 。学⾧・副 学⾧ の

ほ か 教 職員 管 理 職 や 外 部 有 識 者で 構 成 さ れ 、

幅 広 く 審議 が 行 わ れ る 体 制 を 整え て い る 。 国

際 総 合 科学 群 調 整 会 議 及 び 医 学群 調 整 会 議 を

設 置 し 、教 員 人 事 や 横 断 的 な 事項 を 学 群 ご と

に審議 する体 制を整え ている。教育 の質保 証・

質 向 上 なら び に 研 究 力 の 強 化 につ い て は 、 高
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全に果 たせる よう、他 の会議 体との 役割

分担を 明確に し、会議 運営を 工夫す る。 

等 教 育 推進 セ ン タ ー や 研 究 ・ 産学 連 携 推 進 セ

ンター など、個別に役 割をも った組 織があり 、

各 学 部 ・研 究 科 の 教 授 会 と も 連携 を 図 り な が

ら、具 体的な 審議 を行 ってい る。会 議体 ごと の

役割は 例規に より明確 にされ ている 。  

原則２ －２－ ３  

大 学 業 務 に 対 す る 適 切 な 監 査 体 制 の 構

築  

公立大 学は、監査等 の 業務を 通じて 効

果的・明示的 に牽制 機 能を果 たすこ とが

できる 体制を 整備する ととも に、担 当す

る 監 事 等 が そ れ ら を 適 切 に チ ェ ッ ク で

きる仕 組みを 工夫する 。 

「監事 監査規 程」を定 め、当 該規程 に基 づき

監事監 査を実 施してい る。ま た、監 事は 会計 監

査人、監査法 人、内部 監査担 当部署 と連携し 、

監 査 情 報を 共 有 し 監 査 の 効 果 を効 率 的 に 高 め

ている 。  

原則２ －３ 学⾧選考 機関の 責務  

原則２ －３－ １  

公 立 大 学 の ミ ッ シ ョ ン を 踏 ま え た 責 任

ある学 ⾧の選 考  

選考機 関は、学 ⾧の選 考や解 任、学⾧

の 業 績 評 価 等 を 担 う こ と と な る 会 議 体

である ことか ら 、中立 性・公正性 を担保

するた め、外 に開か れ た組織 となる よう

選 考 委 員 の 半 数 以 上 を 学 外 委 員 と す る

など、選考委 員の選 任 方法や 選考理 由に

つ い て は 透 明 性 の 確 保 に 努 め る べ き で

ある。その うえ で選考 機関は 、自 らの権

限と責 任に基 づき、学 ⾧に求 められ る人

物像（ 資質・能力等）を明ら かにす ると

ともに、広く 学内外 か ら学⾧ となる に相

応しい 者を求 め、主体 的に選 考を行 う。 

 

定款に おいて 、学 ⾧選 考会議 を置き 、経 営審

議 会 か ら選 出 さ れ る ３ 名 及 び 教育 研 究 審 議 会

か ら 選 出さ れ る ３ 名 を も っ て 構成 さ れ 、 う ち

それぞれ 1 名は 学外 者と規 定して いる 。選 考

にあた っては 、所 定の 時期ま でに選 考方針、選

考 手 続 き概 要 及 び 選 考 日 程 を 公示 す る 必 要 が

ある。また、学⾧ の選 考基準 は地方 独立 行政 法

人法を 踏まえ 、「 学⾧ 選考等 規程」第３ 条に て

明 示 し てお り 、 書 類 審 査 及 び 面接 審 査 に て 広

く 学 内 外 か ら 学 ⾧ と な る に 相 応 し い 者 を 求

め、主 体的に 選考 を行 ってい る。なお、直近 の

学⾧選 考にお いては、 選考会 議委員 6 名の う

ち、4 名 が学外 者と な ってお り、中 立性・公 正

性が高 く保た れていた 。 

原則２ －３－ ２  

学⾧の 解任の ための手 続きの 整備  

選考機 関は、学⾧の 選 考を行 うとと も

に、学⾧の職 務の遂 行 が適当 ではな く引

き 続 き 職 務 を 行 わ せ る べ き で は な い と

認める 場合等 において は、任期の途 中で

あ っ て も 学 ⾧ の 解 任 を 申 し 出 る 役 割 が

あり、選考 機関 は、迅 速かつ 公正に これ

を行う ことが できるよ う、予め学⾧ の解

「学⾧ 選考等 規程」に おいて 、学⾧ が心 身の

故 障 で 職務 の 遂 行 に 堪 え ら れ ない と 認 め ら れ

るとき 、職務 上の 義務 違反が あると き、本学 の

業 務 実 績が 悪 化 し て 学 ⾧ と し ての 職 務 を 行 わ

せ る こ とが 適 切 で な い と 認 め られ る と き 、 と

い っ た 解任 申 し 出 の 理 由 を 規 定す る と と も に

解 任 申 出の 決 定 の 手 続 き に つ いて も 定 め て い

る。 
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任 を 申 し 出 る た め の 手 続 や 公 表 の 手 順

につい て整備 する。  

原則２ －３－ ３  

学⾧の 業務執 行に関す る評価  

選考機 関は、学 ⾧の選 任の後 も、学⾧

の 業 務 が 適 切 に 執 行 さ れ て い る か 評 価

を行う 。評 価に あたっ ては 、法人 の自己

評 価 な ど 既 存 の 評 価 を 参 考 に す る と と

もに、教職員 等から の ヒアリ ングを 行う

など、学⾧が 大学内 部 におい て果た して

い る 実 態 に つ い て 適 切 に 状 況 を 把 握 し

て行う ほか、その業 務 執行能 力が著 しく

劣 る と 認 め る 場 合 に は 解 任 の 申 出 を 検

討する など、選考機 関 による 学⾧の 選考

を一過 性のも のにする ことな く、学 ⾧か

ら独立 性をも って、組 織とし てその 結果

に責任 を持つ 。  

 「学⾧選考会議 規程 」に基 づき本 学で は学 ⾧

の 選 考 を一 過 性 の も の と せ ず 、選 任 後 に お い

て も 継 続的 か つ 組 織 的 な 責 任 の下 で 、 学 ⾧ の

業 務 執 行状 況 を 把 握 ・ 評 価 す る体 制 を 整 備 し

ている 。選 考会議 は 、学 ⾧の選考に加え、任期、

解 任 及 び業 務 実 績 に 関 す る 事 項を 所 掌 し て お

り 、 学 ⾧就 任 後 も そ の 職 務 執 行が 適 切 に 行 わ

れ て い るか に つ い て 評 価 を 実 施す る 権 限 と 責

務を有 してい る。また 、必要 に応じ て委 員以 外

の者か ら意見 を 聴取 するこ とがで き、教職 員

等 か ら のヒ ア リ ン グ 等 を 通 じ て、 学 ⾧ の 大 学

内 部 に おけ る 職 務 遂 行 状 況 を 把握 す る 仕 組 み

を備え ている 。さ らに 、選考 会議は 学⾧ から 独

立 し た 合議 体 と し て 構 成 さ れ 、厳 格 な 議 決 要

件 の 下 で運 営 さ れ る と と も に 、学 ⾧ の 職 務 遂

行 が 適 当で な い と 認 め ら れ る 場合 に は 、 解 任

の 申 出 を行 う こ と が 可 能 で あ り、 慎 重 か つ 責

任ある 判断を 担保して いる。  

以 上 の とお り 、 選 考 会 議 が 独 立し た 立 場 か ら

継 続 的 に評 価 を 行 い 、 そ の 結 果に 責 任 を 持 つ

と と も に、 必 要 に 応 じ て 解 任 の申 出 を 含 め た

対 応 を 行う こ と に よ り 、 学 ⾧ の業 務 執 行 に 対

するチ ェック 機能を確 保して いる。  

原則２ －４ 法令 遵守 とリス クマネ ジメ ント  

原則２ －４－ １  

法定事 項に関 する適切 な情報 開示  

公立大 学は、設置自 治 体から の運営 費

交 付 金 を 重 要 な 財 政 基 盤 と す る と と も

に、多様な関 係者か ら の財源 に支え られ

た公共 体とし て、多 岐 にわた る活動 それ

ぞ れ に 異 な る 多 様 な 者 か ら の 理 解 と 支

持を得 るため 、公正 な 運営に 努める とと

もに透 明性の 確保が求 められ る。法 令に

基 づ く 適 切 な 情 報 公 開 を 徹 底 す る こ と

に加え、大学 運営、教 育・研究・地域／

社 会 貢 献 活 動 に 係 る 様 々 な 情 報 に つ い

ても分 かりや すく公表 する。  

中期計 画・年度計 画、業務実 績報告 書及び、

財務諸 表をは じめとし た財務 情報（ 決算）を 公

表 し て おり 、 そ れ ぞ れ に つ い ては 経 営 審 議 会

等で議 論して いる。  

 公 的 な教 育 機 関 と し て 社 会 に対 す る 説 明 責

任 を 果 たす と と も に 、 教 育 や 研究 の 質 を 一 層

向 上 さ せる た め 、 保 有 す る 各 種情 報 の 公 開 に

努めて いる。本学 ホー ムペー ジ「情 報公 開ペ ー

ジ」で は、学 校教 育法 施行規 則等の 一部 を改 正

する省 令（平 成 22 年 文部科 学省令 第 15 号 ）

に 基 づ き、 教 育 や 研 究 に か か わる 主 要 な デ ー

タ を 公 開し て い る 他 、 各 学 部 や事 務 組 織 等 が

各種情 報を公 開してい る。  
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■大学 の情報 公開 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/info/ 

原則２ －４－ ２  

研究活 動にお ける倫理 の遵守  

公立大 学は、所属す る 研究者 一人一 人

に 高 い 研 究 倫 理 を 身 に つ け さ せ る と と

もに、研究 イン テグリ ティを 確保し 、組

織 と し て の 自 己 規 律 を 図 る こ と が 求 め

られる 。そ のた め、適 切な環 境の整 備や

研修体 制を構 築すると ともに、若手 研究

者 等 が 自 立 し て 研 究 活 動 に 取 り 組 め る

支援体 制を構 築する。  

令 和 元 年 度 に 「 公 正 な 研 究 推 進 の た め の 研

究倫理 教育実 施指針」を策定 し、教 職員 及び 学

生 に 対 する 適 切 か つ 系 統 的 な 研究 倫 理 教 育 を

実施し ている 。実 施に あたっ ては、別に 研究 倫

理 教 育 に関 す る 学 修 参 照 基 準 を定 め て い る ほ

か、当 該基準 を基 に各 学部・研究科では 、学 部

１ 年 生 から 部 局 ⾧ に 至 る ま で のそ れ ぞ れ の 時

期に応 じた具 体的な取 組（授 業科目 、ｅ ラー ニ

ング、 ＦＤ等 ）を行っ ている 。  

国 際 的 に 信 頼 性 の あ る 研 究 環 境 を 構 築 し 、

研 究 イ ンテ グ リ テ ィ を 適 切 に 確保 す る た め 、

令 和 ６ 年度 に は 研 究 イ ン テ グ リテ ィ の 確 保 に

向 け た 関係 規 程 を 制 定 し 、 研 究イ ン テ グ リ テ

ィ・マ ネジメント委員 会を設 置する とともに 、

その他 必要な 体制の整 備を進 めてい る。 

 ま た 、若 手 研 究 者 が 自 立 し て研 究 活 動 を 行

えるよ う、学 ⾧裁 量事 業費（ 若手研 究者 支援 プ

ロジェ クト、YCU 未 来共創 プロジ ェク ト等 ）

や研究 基盤支 援費（JST 創発 研究 者・科 研費 独

立 基 盤 形成 採 択 者 ） と い っ た 資金 的 な 支 援 に

加え、ＵＲＡ 等に よる 申請書 の作成 支援、国 の

競 争 的 研究 費 の 制 度 改 善 を 踏 まえ た 各 種 制 度

（PI 人件費 、バ イア ウト、 特任教 員等 の自 発

的な研 究活動 ）等 を実 施して いるほ か、大学 院

生 を 含 む若 手 研 究 者 同 士 の 交 流ス ペ ー ス の 設

置 と い っ た 孤 立 化 防 止 へ の 取 組 も 行 っ て い

る。 

原則２ －４－ ３  

大学特 有のリ スクに対 する備 え  

公立大 学は、大学特 有 のリス クに対 し

常に備 えるこ とにより 、業務の継続 性を

維持で きるよ う、サ イ バーセ キュリ ティ  

を確保 すると ともに、必要な 体制を 整備

する。  

令 和 ４ 年 度 に 、 法 人 業 務 の 遂 行 の 障 害 と な

る要因（リス ク）に対 応する 内部統 制シ ステ ム

推 進 体 制を 整 備 し 、 業 務 執 行 にか か る リ ス ク

を集約 すると ともに、適切な 再発防 止等、予 防

策を講 じるこ とになっ ている 。  

ま た 、 様 々 な 事 象 に 伴 う 危 機 に 迅 速 か つ 的

確に対 処する ため、「 危機管 理規程 」に 基づ き

「危機 管理計 画」を定めるとともに、「 災害 対

策 本 部 等の 設 置 基 準 」 に よ っ て災 害 時 の 危 機

管 理 体 制を 確 保 し て い る 。 新 型コ ロ ナ ウ イ ル
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ス 感 染 症等 に か か る 対 応 で は 、緊 急 事 態 に 備

え、各 所属に おい て業 務継続 計画（ＢＣ Ｐ）を

作成し ている 。  

 サ イ バー セ キ ュ リ テ ィ の 確 保に つ い て は 、

情 報 セ キュ リ テ ィ ポ リ シ ー を 制定 し 、 情 報 資

産 の 管 理を 行 う と と も に 、 毎 年の 教 職 員 に 対

す る 情 報セ キ ュ リ テ ィ 研 修 に より サ イ バ ー 攻

撃に備 えた教 育を実施 してい る。ま た、ネッ ト

ワーク・サー バ機 器等 の脆弱 性につ いて、保 守

ベ ン ダ ーと 情 報 連 携 し な が ら リス ク の あ る も

の に つ いて は 随 時 最 新 バ ー ジ ョン に 更 新 す る

こ と で 技術 面 ・ ハ ー ド 面 で の サイ バ ー 攻 撃 対

策を実 施して いる。  

原則２ －４－ ４  

内部統 制の仕 組みの整 備と運 用体制  

公立大 学は、その活 動 を支え る社会 か

らの理 解と支 持を得て 、適 切に連 携・協

働 し て い く た め に は 、 大 学 経 営 及 び 教

育・研究・地域 ／社会 貢献活 動の安 定性・

健全性 を示す 必要があ る。そ のため に、

自 ら を 律 す る 内 部 統 制 シ ス テ ム を 運 用

し、継 続的な 見直しを 図る。  

令 和 ４ 年 度 に 「 内 部 統 制 シ ス テ ム に 関 す る

規程」を制定 し、内部 統制担 当理事 であ る事 務

局 ⾧ を 中心 と し た 内 部 統 制 シ ステ ム 推 進 体 制

を整備 した。  

こ の 体 制 の 下 、 内 部 統 制 シ ス テ ム が 有 効 に

機 能 し てい る か 否 か を 継 続 的 にチ ェ ッ ク す る

モ ニ タ リン グ や 、 業 務 執 行 に かか る リ ス ク を

把 握 し 、そ の 影 響 度 や マ ネ ジ メン ト コ ン ト ロ

ー ル を 評価 す る と と も に 、 対 応策 を 検 討 す る

リ ス ク マネ ジ メ ン ト な ど の 取 組み を 通 じ て 、

業 務 の 適正 性 を 確 保 し て い る 。こ れ ら の 取 組

に つ い ては 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス推 進 委 員 会 で

報 告 し 、内 部 統 制 シ ス テ ム の 継続 的 な 見 直 し

を図っ ている 。  

ま た 、 大 学 に お け る 倫 理 及 び 法 令 違 反 行 為

の 早 期 発見 と 是 正 を 図 り 、 適 正な 職 務 の 遂 行

を確保 するた め、内部 通報制 度を設 けている 。 

基本原 則３ 

教育研 究の発 展  

公立大 学は、地域に お ける高 等教育 機

関 の 中 心 的 存 在 と し て 大 学 が 普 遍 的 に

有する 教育機 会の均等 の実現、高度 な教

育 に よ る 社 会 の 持 続 的 発 展 を 支 え る 高

度人材 の輩出 、社会 に とって 普遍的 な価

値をも たらす 高度な学 術研究 の推進 、社

会 の 各 層 に 対 す る 大 学 の 知 的 価 値 の 提

教 学 に お い て は 学 ⾧ の リ ー ダ ー シ ッ プ が 発

揮 で き るよ う 、 学 ⾧ の も と に 学⾧ 諮 問 会 議 を

設置し 、教育・研 究等 に関す る今後 の方 向性 を

示すと ともに 、高等 教 育推進 センタ ーや 研究・

産 学 連 携推 進 セ ン タ ー と も 有 機的 に 連 携 し な

が ら 全 学的 な マ ネ ジ メ ン ト 体 制を 構 築 し て い

る。 
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供 な ど の 社 会 的 貢 献 等 様 々 な 機 能 を 変

化 さ せ つ つ 、 高 度 化 し て い く 責 務 が あ

る。 

そのた め、学⾧ には 、その設 置目的 に

示 さ れ た ミ ッ シ ョ ン と の 整 合 を 図 り な

がら、全体と して調 和 のとれ た大学 運営

を実現 するた めに、全 学的な 視点で 行わ

れる教 学マネ ジメント を確立 し、教 育研

究 等 の 質 の 不 断 の 見 直 し の た め の マ ネ

ジ メ ン ト の 強 化 に 取 り 組 む こ と が 求 め

られる 。  

さらに 、今 後の18歳人口の激減やAIの

普及な どの社 会環境の 変化を 展望し 、必

要 と な る 教 育 改 革 を 実 現 す る こ と が 求

められ る。  

原則３ －１ 全学 的視 点に立 った教 学マ ネジメントの実現  

原則３ －１－ １  

学 位 プ ロ グ ラ ム 毎 の 学 修 目 標 と 方 針 の

具体化  

公立大 学は、基本原 則 １で掲 げるミ ッ

ション やビジ ョンを踏 まえ、大学に 置か

れ る 学 位 プ ロ グ ラ ム 毎 に 学 修 目 標 を 分

かりや すく具 体的に設 定する 。ま た、そ

の学修 目標を 達成する ために 、卒業  

認定・ 学位授 与の方針 、教育 課程編 成・

実施の 方針、入学者 受 入れの 方針を 実質

的 に 機 能 す る よ う 適 切 な 策 定 単 位 で 定

め、不 断の見 直しを行 う。  

３つの ポリシ ー（ ディ プロマ ポリシ ー、カリ

キュラ ムポリ シー、ア ドミッ ション ポリシー ）

を各学 部・研 究科ごと に策定 してい る。 

学 位 プ ログ ラ ム ご と の 学 修 目 標は 、 各 教 授 会

等で審 議・策 定し ており、大 学 web サ イト で

公 表 す ると と も に 、 オ リ エ ン テー シ ョ ン 等 を

通 じ て 学生 に 周 知 し 、 理 解 を 促し て い る 。 ま

た 、 学 ⾧を 委 員 ⾧ と す る 教 育 研究 自 己 点 検 評

価委員 会では 、学 部・研究科 等の教 育部 局ご と

や、学 生支援 、学 生受 入や管 理運営 など の単 位

で 、 大 学設 置 基 準 等 国 の 法 令 規則 に 定 め ら れ

る 内 容 を充 足 す る か 毎 年 度 自 己点 検 及 び 評 価

を行う 。改善 を要 する 事項に おいて は、必要 な

取組を 行い、教 育の 質 保証・向上 につなが る P

DCA サイク ルを 実行 してい る。  

原則３ －１－ ２  

学 修 目 標 の 達 成 を 支 え る 学 修 者 目 線 で

の教育 課程の 編成  

公立大 学は、原則３ － １－１ で掲げ る

学修目 標を達 成するた め、個々の授 業科

目 が 学 位 プ ロ グ ラ ム を 支 え る 構 造 と な

るよう、学修 者の目 線 に立っ た教育 課程

を体系 的・組 織的に編 成する 。  

各学部・研究 科で は、学修目 標を達 成す るた

め に 、 学位 プ ロ グ ラ ム 全 体 の 観点 か ら 重 要 度

等 を ふ まえ 、 各 授 業 科 目 を 必 修科 目 ・ 選 択 科

目・自 由科目 など 体系 的・組 織的に 編成 して い

る。 

 教 務 委員 会 や 各 教 授 会 で 審 議し 、 学 修 者 本

位の教 育の実 現に努め ている 。あわ せて、高 等

教育推 進セン ターの FD・SD 部門と各 学群 の
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FD・SD 推 進委員 会が連携して FD・SD を 開

催 し 、 不断 の 教 育 改 善 を 行 う 体制 を 整 え て い

る。 

 学 修 者に 向 け て は 履 修 ガ イ ド・ 履 修 案 内 や

オ リ エ ンテ ー シ ョ ン を 通 じ て 、学 位 プ ロ グ ラ

ム の 目 標や 目 的 を 説 明 し 、 あ わせ て 履 修 モ デ

ル等を 提示し て理解を 促して いる。  

原則３ －１－ ３  

教育成 果と学 修成果の 把握と 可視化  

公 立 大 学 は 、 原 則 ３ － 1－ ２ で 掲 げ る

教育課 程を通 じ、原 則 ３－１ －１の学修

目標で 定めた 資質・能 力を育 成でき てい

るかど うか、また学 生 一人一 人が自 らの

学びに よりそ の資質・能力が 獲得で きた

ことを 実感・説 明でき るよう 、教 育成果

と学修 成果の 把握・可 視化に 努める 。  

学 部 に お い て は 、 学 生 の 入 学 か ら 卒 業 ま で

の 学 修 成果 や 活 動 履 歴 を 可 視 化す る ポ ー ト フ

ォリオ を作成 している 。 

加えて 、令和 4 年に導 入した LMS「YCU－

Board」 等を 活用し 、 ディプ ロマポ リシー等 、

卒 業 ま でに 身 に 付 け る べ き 能 力を 踏 ま え て 設

定 し た 指標 や コ ン ピ テ ン シ ー 表を 導 入 し て い

る 。 学 生が 修 得 し た 科 目 や そ の成 績 に 応 じ て

蓄 積 さ れた 点 数 を レ ー ダ ー チ ャー ト 化 し （ 医

学部看 護学科 除く）、それを 学生自 ら、そし て

教職員 が確認 すること で、教 育・学 修成 果の 可

視化を 行って いる。  

また、大学院 にお いて は、修 士論文 や博 士論

文 の 作 成を 通 し て 、 デ ィ プ ロ マポ リ シ ー で 掲

げ る 資 質や 能 力 が 獲 得 で き た こと を 把 握 し 、

学 位 審 査を 受 け る こ と で 、 そ れを 証 明 し て い

る。 

さらに、高等教 育推 進センター教 学 IR 部門

で は 、 授業 科 目 ご と に 成 績 評 価が 厳 格 か つ 客

観 的 に 行わ れ て い る か の 分 析 や、 各 学 期 に 実

施 す る 授業 改 善 ア ン ケ ー ト を 用い て 、 授 業 外

学 修 時 間等 の 分 析 を 行 い 、 そ の結 果 を 学 部 学

科 単 位 で確 認 す る こ と で も 教 育・ 学 修 成 果 を

把握し ている 。  

原則３ －１－ ４  

社 会 環 境 の 変 化 を 展 望 し た 教 育 改 革 の

推進  

公 立 大 学 は 、 今 後 の 18 歳 人 口 の 激 減

や AI の 普 及 な ど の 社 会 環 境 の 変 化 を 展

望 し 、 カ リ キ ュ ラ ム 改 革 を は じ め と す

る、必要な教 育改革 に ついて 迅速に 取り

組む。  

全学部 を対象 に文部科 学省が 定める「数理・

デ ー タ サイ エ ン ス ・ Ａ Ｉ 教 育 プロ グ ラ ム 認 定

プログ ラム（ リテ ラシーレベル）」の認定 を 受

けた「ADEPT プ ログ ラム 」を提 供し 、各 学 部

におい て数理 ・データ サイエ ンス・ AI の基 礎

的 素 養 を身 に つ け る こ と を 積 極的 に 推 奨 し て

いる。さらに 、国 際商 学部お よびデ ータ サイ エ

ン ス 学 部に お い て は 「 数 理 ・ デー タ サ イ エ ン
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ス ・ Ａ Ｉ教 育 プ ロ グ ラ ム 認 定 制度 （ 国 際 商 学

部：応用基 礎レベ ル、データ サイエ ンス 学部：

応用基 礎レベ ルプラス ）」の 認定を 受け てい る

専 門 的 プロ グ ラ ム 「 デ ー タ サ イエ ン ス 人 材 育

成プロ グラム 」を 提供 し、デ ータサ イエ ンス 人

材、数 理・デ ータサイ エンス ・AI の応 用基 礎

力を備 えた人 財の育成 に注力 してい る。 

上記は プログ ラムごと に「プログラ ムを改 善・

進 化 さ せ る た め の 体 制 」、「 プ ロ グラ ム の 自 己

点検・評価を 行う 体制 」を設定し、不断 に教 育

改 革 の 必要 性 に つ い て 確 認 ・ 検討 を 行 っ て い

る。 

原則３ －２ 教育研 究 の水準 の向上 を支 える 内部質 保証シ ステ ムの構築  

原則３ －２－ １  

自己点 検・評 価に基 づ く教育 研究活 動の

継続的 な改善  

公立大 学は、自 己点検・評価のた めの

適当な 体制を 整えると ともに、適切 な項

目を定 め自己 点検・評 価を行 い、教育研

究 活 動 の 継 続 的 な 改 善 を 図 る 必 要 が あ

る。これを 機能 させる ために 、教 学の取

組 み を 可 視 化 し 、 改 革 に 資 す る た め の

FD、SD 及 び教 学 IR を推進 すると 同時

に、必要な高 度な専 門 性の涵 養を図 りつ

つ、教 職協働 の深化に 努める 。  

 教 育 研究 自 己 点 検 評 価 委 員 会は 、 本 学 の 内

部 質 保 証体 制 の 中 核 と し て 、 大学 設 置 基 準 等

の 法 令 およ び 認 証 評 価 基 準 に 基づ き 、 教 育 研

究活動 及び組 織運営の 自己点 検・評価を行い 、

各 学 部 ・研 究 科 等 の 評 価 結 果 につ い て 基 準 適

合 性 を 確認 し 、 必 要 な 改 善 及 び見 直 し を 求 め

る こ と によ り 、 法 令 遵 守 と 教 育研 究 の 質 の 向

上を担 保して いる。  

 全 学 組織 と し て 高 等 教 育 推 進セ ン タ ー を 設

置し、 その下 に 4 つ の部門 を設置 した 。そ の

中でも 、新た な教育手 法を FD・ SD 部門を 通

じて全 学に浸 透させ、さらに は、そ の効 果検 証

を教学 IR 部門で行う といっ た、教育 活動 の 継

続 的 な 改善 を 図 る 体 制 を 整 え てい る 。 ま た 、

FD・SD 部門 及び教学 IR 部門に おいて は、相

互 に 情 報共 有 を し つ つ 、 教 学 に関 す る 取 組 の

可 視 化 を進 め て い る 。 学 ⾧ を セン タ ー ⾧ に 置

くとと もに、 副センタ ー⾧ 3 人の うちの 1 人

に 学 務 ・教 務 部 ⾧ を 充 て 教 職 協働 の 推 進 に も

努めて いる。  

 ＦＤ・ＳＤ の実 施方 針を定 め、年 間に 複数 回

ＦＤ研 修会及 びＳＤ研 修会を 企画・実施し、授

業 改 善 や高 等 教 育 の 取 組 等 へ の理 解 増 進 を 図

ってい る。 

 教 学 ＩＲ の 実 施 指 針 を 定 め ると と も に 、 各

学 群 に 教学 Ｉ Ｒ ワ ー キ ン グ を 設置 し 、 授 業 評
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価 ア ン ケー ト や 国 家 試 験 受 験 状況 、 授 業 科 目

の 成 績 など を 分 析 し 、 カ リ キ ュラ ム の 改 善 に

役立て ている 。  

 第４ 期中期 計画では 目標に FD・SD 参加 率

を挙げ ている 。ま た、参加機 会を増 やすため 、

録 画 し た研 修 会 動 画 を オ ン デ マン ド 配 信 し て

いる。  

 

原則３ －２－ ２  

教育の 質・学 修の質 を 担保す るため のモ

ニタリ ング  

公立大 学は、原則３ － １－３ で掲げ た

取組み を通じ て、学 修 者本人 や社会 が期

待 す る 学 修 成 果 を 示 す こ と が 教 育 の 質

保 証 の 観 点 か ら 重 要 で あ る 。 し た が っ

て、学修成果 の継続 的 なモニ タリン グを

行い、原則２ －４－ １ で掲げ る法定 事項

のみな らず、学修者 や 社会が 求める 情報

の公表 も積極 的に進め る。  

大学機 関別認 証評価 を 6 年ごとに受 審し、

評 価 結 果 は 経 営 審 議 会 及 び 教 育 研 究 審 議 会

や、大学評 価本部（ 情報共有会議）に報告され、

大学 web サイトで公 表して いる。また 、改 善

項 目 は 教育 研 究 自 己 点 検 評 価 項目 に 落 と し 込

み、改 善に向けた取組 の進捗 をチェ ックする 。 

 医 学 部医 学 科 で は 、 医 学 教 育分 野 別 評 価 を

受審し 、評価結果は大 学 web サイ トで公 表 し

ている 。  

 法 定 事項 の み な ら ず 、 教 育 研究 自 己 点 検 評

価委員 会の報 告書や各 学群の 教学 IR 実 施報 告

書など を大学 web サ イトを 通じて 、学 修者 や

社会に 積極的 に公表し ている 。  

■大学 機関別 認証評価  

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/outli

ne/evalution/index.html 

■医学 教育分 野別評価  

https://www.yokohama-cu.ac.jp/med_edu/

activity/accreditationjacme.html 

原則３ －２－ ３  

認証評 価等の 積極的な 活用  

公立大 学は、他 大学と の差異 や、それ

ぞれの 大学の 強みや特 色を分 析し、打ち

出して いく上 でも重要 な仕組 みとし て、

認証評 価等の 外部評価 を活用 する。   

認 証 評 価 等 の 外 部 評 価 結 果 を 「 共 通 基 準 に

よる客 観的な 比較材料 」とも 捉え、他大 学の 好

事 例 や 指摘 事 項 を 情 報 収 集 し て比 較 し 、 本 学

に お け る教 育 の 質 保 証 ・ 質 向 上の 取 組 と し て

取り入 れる。必要 に応 じて、中⾧期 的な 教育 研

究 戦 略 に反 映 さ せ 、 広 報 と 連 動さ せ て 学 内 外

に戦略 的に発 信してい く。  

基本原 則４ 

地域社 会への 貢献 

公立大 学は、設置自 治 体が示 す設置 目

的のも とで、 その活動 を展開 してい る。

公立大 学は大 学が普遍 的に有 する教 育・

横 浜 市 が 策 定 し た 中 期 目 標 を 踏 ま え て 本 学

の中期 計画を 策定し、YCU ミッション のもと 、

全学的 に地域 貢献の取 組を推 進して いる。  

 「教員地域貢献 活動 支援事 業」等の学 ⾧裁 量

事 業 に より 、 地 域 社 会 が 抱 え る課 題 の 解 決 に
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研究の みなら ず、そ れ を通じ た地域 ／社

会貢献 を行う ことが求 められ る。 

その際 、公 立大 学は 、地域が 持つ歴 史

的・社会的 な現実 の中 から、自ら の教育・

研 究 を 発 展 さ せ る 創 造 的 な 契 機 を く み

とり、地域社 会との 新 しい関 係を作 るこ

とによ って、その社 会 的な役 割を果 たし

ていく ことが 求められ る。  

向 け た 研究 活 動 を 支 援 し 、 地 域の 人 々 と 教 員

で一体 となっ て取り組 んでい る。 

 学 生 ・ 市 民 ・ 社 会 に 対 し て 本学 が 有 す る 知

的・医 療資源 を積極的 に還元 してい る。 

原則４ －１ ステー ク ホルダ ーとの 信頼 醸成  

原則４ －１―１  

設置自 治体と の有機的 な関係 構築  

公立大 学は、基本原 則 １で掲 げるミ ッ

シ ョ ン や ビ ジ ョ ン の も と で 取 り 組 ま れ

る 諸 活 動 が 地 域 に と っ て も よ り 有 益 な

ものと なるよ う、設置 自治体 と伴走 し、

相 互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ り 信 頼

を醸成 するこ とが重要 である 。ま た、設

置自治 体が定 める目標 に対し、適切 な計

画の策 定や、効 果的・効率的 な業務 の実

施・評価を 通じ 、相 互 の理解 と調和 に基

づく適 切な大 学運営を 進めて いく。  

設置自 治体と は、協議 会を年 2 回 開催 し、

課 題 共 有や 関 係 構 築 を 図 る と とも に 、 設 置 自

治 体 が 定め る 目 標 に 対 し 、 本 学で 策 定 す る 中

期 計 画 につ い て は 、 設 置 自 治 体が 開 催 す る 法

人 評 価 委員 会 で 年 度 計 画 の 成 果の 検 証 を 行 い

ながら 、適切 な大学運 営を進 めてい る。 

原則４ －１－ ２  

産学官 連携、生涯教 育 等を通 した成 果の

還元に よる地 域社会と の関係 構築  

公立大 学は、人材の 育 成や地 域への 定

着、産学官連 携を通 じ た地域 産業の 振興

及び社 会課題 の解決、地域住 民への 多様

な 教 育 機 会 の 提 供 な ど の 実 現 に 向 け て

行動す ること によって 、地域社会と 相互

に信頼 関係を 構築して いく。  

研 究 ・ 産 学 連 携 推 進 セ ン タ ー に 産 学 連 携 推

進 部 門 を設 置 し 、 地 域 産 業 の 振興 等 に 貢 献 し

ている 。  

地域の 団体、企業 、行 政等の 学外ニ ーズ と大

学 の 資 源と の マ ッ チ ン グ を コ ーデ ィ ネ ー ト す

る 窓 口 とし て 社 会 連 携 セ ン タ ーを 設 置 し て い

る。 

 地 域 が 求 め る 学 び へ の 窓 口 とし て 、 市 民 が

主 体 的 に社 会 課 題 に 対 応 す る 力や 自 身 の ラ イ

フ デ ザ イン を 描 く 力 を 身 に 着 ける こ と を 目 指

し 、 幅 広い 年 代 を 対 象 と し て 生涯 学 習 の 機 会

を 提 供 する も の と し て 市 民 公 開講 座 、 授 業 開

放、講 習会等 を実施し ている 。  

原則４ －１－ ３  

大 学 の 財 政 基 盤 に 寄 与 す る 地 域 住 民 等

との関 係構築  

公立大 学は、大学運 営 の財政 を支え る

地域住 民等か ら理解と 支持を 得るた め、

中期計 画・年 度計 画に 加え、業務実 績報 告書

や財務 諸表を はじめと した財 務情報（決算）を

公表し ている 。  

 法 人 の 取 組 に つ い て は 市 民 の代 表 で あ る 市

会に報 告の上 、取組状 況を説 明して いる。  
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情 報 公 表 を 通 じ て 透 明 性 を 確 保 し な が

ら、地域に信 頼され る 大学と しての 存在

感を高 めてい く。 

■財務 情報 

https://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/corp/

finance/index.html 

原則４ －２ 地域の 中 核を支 える共 創拠 点と しての 公立大 学  

原則４ －２－ １  

地域へ の優れ た人材の 輩出  

公立大 学は、大学が 持 つ資源 を活か し

地域と 協働す ることで 、その地域な らで

は の 質 の 高 い 人 材 育 成 に 取 り 組 む と と

もに、地域に 輩出す る 人材全 体の質 の向

上に努 める。  

学部・大学院 の各 課程 では、地域が 直面 する

様 々 な 課題 解 決 に 資 す る 人 材 育成 に 注 力 す る

観 点 か ら、 地 域 に 関 す る 学 修 や地 域 課 題 を 発

見、解 決策を 考え る「地域志向科目」を 設置 し

ている 。また 、優 れた人材輩出のため、起業 家

育 成 や リー ダ ー シ ッ プ 開 発 、 医療 経 営 人 材 育

成 な ど 既存 の 学 問 分 野 を 超 え た専 門 知 識 を 身

に 付 け るこ と を 目 的 に 領 域 横 断型 プ ロ グ ラ ム

を実施 してお り、修了 証の発 行も行 っている 。 

 また 、社会 連携 セン ターで は、エ クス テン シ

ョン講 座（生 涯学 習講 座）の他、地 域課 題の 解

決 に 向 けて 大 学 な ら で は の 専 門知 を 活 用 す る

地 域 連 携事 業 を 実 施 し て い る 。ボ ラ ン テ ィ ア

支 援 室 では 、 ボ ラ ン テ ィ ア が 必要 な 地 域 の ニ

ー ズ と ボラ ン テ ィ ア 活 動 を 志 す学 生 と の マ ッ

チ ン グ を行 い 、 地 域 に 必 要 な 人材 を 提 供 し て

いる。  

 加え て、学 生の キャ リア支 援にお いて、地 域

に あ る 企業 ・ 団 体 で の イ ン タ ーン シ ッ プ や 本

学 主 催 の合 同 企 業 セ ミ ナ ー へ の出 展 の 他 、 医

療 従 事 者養 成 の た め の 地 域 医 療枠 や 就 学 支 援

金 な ど 地域 と の 接 点 や 地 域 と 連携 し た 人 材 育

成を進 めてい る。また 、本学 教員が 横浜 市立 高

等 学 校 教員 の 教 育 力 の 向 上 を 支援 す る な ど 、

地 域 に おけ る 優 れ た 人 材 の 育 成に 取 り 組 ん で

いる。  

さらに、医学 部、附属 ２病院 は教育・研究 、

地 域 医 療へ の 貢 献 を 担 っ て い るこ と か ら 、 地

域 へ の 医師 の 派 遣 を 継 続 的 に 行っ て い き 、 大

学 病 院 で育 て た 優 れ た 人 材 が 地域 で 活 躍 す る

こ と に より 、 地 域 医 療 の 質 向 上に つ な げ て い

る。 

原則４ －２－ ２  

地域経 済・社 会を支 え るイノ ベーシ ョン

の創出  

学部・大学院 の接 続を 重視し 、学部 在学 中に

大 学 院 科目 を 履 修 す る 早 期 履 修制 度 や 、 就 業

す る 社 会人 が 標 準 修 業 年 限 を 超え て 在 学 す る
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公立大 学は、優秀な 研 究者の 確保を は

じめ、研究の 高度化 を 支援す るため の人

材育成 を通じ て、地 域 が抱え る様々 な課

題や取 り組む べき事項 に対応 し、地 域経

済・社会を支 えるイ ノ ベーシ ョンを 創出

する。  

場 合 に 授業 料 を 減 免 す る ⾧ 期 履修 学 生 制 度 、

優 秀 な 研究 業 績 を 挙 げ た 学 生 が希 望 し た 場 合

に 修 業 年限 を 短 縮 し て 修 了 で きる 早 期 修 了 制

度 な ど の制 度 面 を 整 備 し て お り、 地 域 が 抱 え

る様々 な課題 や取組事 項に対 応し、地域経 済・

社 会 を 支え る 優 れ た 研 究 者 の 輩出 に 取 り 組 ん

でいる 。  

本学の「強み 」と いった分野については 、平

成 28 年 度から 学⾧ 裁 量事業「戦 略的研究推進

事業（研 究開 発プロ ジ ェクト）」にお いて、将

来の大 学を担 う研究者 につい ては、同じく「 学

術的研 究推進 事業」に おいて 、それ ぞれ 研究 費

を 集 中 的 に 配 分 す る な ど の 支 援 を 行 っ て お

り 、 優 れた 研 究 者 の 育 成 と 研 究領 域 の 拡 大 等

を図っ ている 。  

 さら に、横 浜市（経 済局の LIP.横 浜や YOX

O BOX.TECH HUB YOKOHAMA など の施 策 ）

や 関 係 機関 （ 木 原 記 念 横 浜 生 命科 学 振 興 財 団

や IDEC 横浜な ど） と連携 しなが ら大 規模 マ

ッ チ ン グイ ベ ン ト へ の 出 展 や 国等 の 大 型 グ ラ

ン ト の 獲得 、 ベ ン チ ャ ー 支 援 策の 充 実 化 に 取

り組ん でいる 。ま た、令和３年度には、JST 社

会還元 加速 プログ ラ ム（SCORE） 大 学推 進 型

（ 拠 点 都市 環 境 整 備 型 ） に 採 択さ れ た こ と な

ど か ら 、 市 大 発 ベ ン チ ャ ー 企 業 も 16 社 設 立

（令和 ８年３ 月現在）された 。その他、令和 ４

年 10 月 には JST 共 創の場 形成支 援プ ログ ラ

ム（共 創分野 本格 型）に採択 された こと を踏 ま

え、同 年 11 月には研 究･産学 連携 推進セ ン タ

ー に 拠 点事 業 推 進 部 門 を 新 た に設 置 し 、 当 該

事業を 強力に 進め、よ り一層 、イノ ベー ショ ン

を創出 できる 体制を構 築した 他、令和 6 年 4

月 に 産 学連 携 研 究 の さ ら な る 発展 と 社 会 実 装

の 推 進 に向 け た 中 心 的 な 役 割 を担 う 新 し い 産

学 官 連 携、 オ ー プ ン イ ノ ベ ー ショ ン 推 進 の た

め の 組 織と し て 「 共 創 イ ノ ベ ーシ ョ ン セ ン タ

ー」を 設立し た。 

原則４ －２－ ３  

共創拠 点とし てのキャ ンパス 整備  

 令和 3 年 度に 「公 立大学 法人横 浜市 立大 学

 キ ャ ンパ ス マ スタ ー プ ラ ン～ 大 学 創立 100
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公立大 学は、多様な ス テーク ホルダ ー

が 関 与 し な が ら 新 た な 価 値 を 生 み 出 す

共 創 拠 点 と し て の 期 待 も 寄 せ ら れ て い

る。その機能 を充実 さ せるた めのキ ャン

パス・施設 等の 整備を はじめ 、原 則４ －

２ － ２ で 掲 げ る イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 の

ため、多様な 人材が 交 流でき る機能 を充

実させ る。 

周年に 向けて ～」を策 定し、その中 で基 本コ ン

セプト を「イ ノベ ーシ ョン・コモンズ（ 共創 拠

点）の 整備」 と定めて いる。  

 み な とみ ら い サ テ ラ イ ト キ ャン パ ス は 、 企

業 の Ｒ ＆Ｄ 施 設 の 集 積 が あ り 、各 企 業 と も イ

ノ ベ ー ショ ン 創 出 を 推 進 す る みな と み ら い ２

１ 地 区 に設 置 し て い る 。 企 業 とも 連 携 し な が

ら デ ー タサ イ エ ン ス 研 究 科 を はじ め と し た 大

学 院 中 心の 社 会 人 教 育 拠 点 と して の 面 を 持 つ

他 、 産 学官 連 携 や オ ー プ ン イ ノベ ー シ ョ ン の

場とし て機能 している 。 

 ま た 、鶴 見 キ ャ ン パ ス 及 び 舞岡 キ ャ ン パ ス

で は 、 連携 大 学 院 協 定 を 結 ぶ 理化 学 研 究 所 と

の 施 設 共用 を 通 じ て 、 連 携 大 学院 教 員 か ら 直

接 学 生 指導 を 受 け る こ と も で き、 双 方 研 究 者

の交流 機会を 創出して いる。  

 こ う した 学 内 外 の 連 携 ・ 拠 点機 能 の 強 化 に

加え、研究者 が効 率的・効果 的に研 究で きる 機

器 や 設 備等 の 充 実 化 を 図 る た め、 整 備 を 進 め

ている 。  

基本原 則５ 

持続可 能性・多様性 の ある社 会への 対応  

大学は 世界に 開かれ、世界的 な普遍 的

価値を 生み出 し、あ ま ねく提 供する 存在

と な る こ と が 求 め ら れ る 。 公 立 大 学 に

は、社会の持 続的発 展 のため に貢献 する

と と も に 、 多 様 な 価 値 観 の 社 会 に 対 応

し、すすんで 人権の 尊 重やハ ラスメ ント

の防止 に努め ることが 求めら れる。  

 YCU ミッ ショ ンに 基づき 、教育 と研 究の 一

体化を 推進し ながら、豊かな 教養、豊か な人 間

性、倫 理観を 養う 人間教育の場とし、「 横浜 か

ら世界 へ羽ば たく」人 材育成 と知の 創生・発 信

に取り 組んで いる。  

 また、「女性 活躍推 進法」及 び「次 世代育 成

支 援 対 策推 進 法 」 に 基 づ く 横 浜市 立 大 学 行 動

計 画 に 基づ き 、 全 て の 教 職 員 のワ ー ク ・ ラ イ

フ・バ ランス の推 進、働き方 の見直 しに 取り 組

み 、 教 職員 一 人 ひ と り の 個 性 や置 か れ た 環 境

を 互 い に尊 重 し 合 い 、 誰 も が いき い き と 活 躍

できる 組織作 りを行っ ている 。  

 ハ ラ スメ ン ト や 人 権 侵 害 並 びに こ れ ら に 起

因 す る 諸問 題 に も 組 織 と し て 取り 組 み 、 ハ ラ

ス メ ン トに 係 る 事 案 の す み や かな 解 決 を 図 っ

ている 。  

原則５ －１  

持続可 能な社 会のため の貢献  

公立大 学は、持続可 能 な社会 の構築 に

 教育・研究・医 療・法人経 営・地 域連 携等 各

分野の 取組を 通じて、SDGs を推進 し、Ｗｅ ｂ

サイト で情報 発信して いる。  
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貢献す るため 、その ミ ッショ ンやビ ジョ

ンに応 じ積極 的に対応 すると ともに 、地

域 社 会 に 対 し て 大 学 の 持 つ 資 源 や 成 果

を還元 してい く。 

 教員 が地域 の企業、自治体・NPO 等 の団 体

と 連 携 し、 研 究 に よ る 地 域 社 会の 課 題 解 決 等

へ の 寄 与を 促 進 す る た め 「 教 員地 域 貢 献 活 動

支援事 業」を 実施して いる。  

原則５ －２  

ダイバ ーシテ ィ社会へ の対応・男女 共同

参画の 推進  

公立大 学は、 多様性を 重んじ 、性別 、

年齢、人種 や国 籍、障 害の有 無等に かか

わらず、学生 や教職 員 等の能 力が最 大限

発揮で きる機 会を構築 する 。また 、社会

の 発 展 が 多 様 な 知 識 や 感 性 に よ っ て 牽

引され てきた ことを踏 まえ、学生の 社会

進出、教職 員の 採用 、幹部職 員への 登用

など、大学に おける あ らゆる 場面に おい

て、男女が共 同参画 し 活躍で きるよ う各

大 学 に お い て 計 画 的 な 取 組 み を 進 め て

いく。  

ＹＣＵ ミッシ ョンのも と、男 女共同 参画・女

性の活 躍推進 、働 き方 改革・ワーク ･ライフ･バ

ランス の推進 、障 害者 雇用・支援の推進 等、ダ

イ バ ー シテ ィ の 推 進 を 図 る 横 浜市 立 大 学 行 動

計 画 を 策定 し て い る 。 行 動 計 画を 推 進 す る た

め に ダ イバ ー シ テ ィ 推 進 委 員 会を 設 置 し 、 年

度 ご と の重 点 目 標 の 設 定 と 取 組状 況 ・ 実 績 状

況を報 告し、維持や改 善に向 け議論 している 。

なお、計画期 間を ３年 間とす ること で、計画 内

容を柔 軟に見 直すこと にも努 めてい る。 

また、バリア フリ ー支 援委員 会を設 置し、合

理 的 配 慮 が 必 要 な 学 生 等 の 支 援 を 行 っ て い

る。 

原則５ －３  

人権の 尊重と ハラスメ ントの 防止  

公立大 学は、学 生・教 職員は もとよ り、

大 学 の 諸 活 動 に 関 わ る す べ て の 関 係 者

の人権 が尊重 されるよ う配慮 する。大学

の 構 成 員 一 人 一 人 が 人 権 の 尊 重 と ハ ラ

ス メ ン ト の 防 止 を 自 分 自 身 の 問 題 と し

て捉え られる よう、組 織的な 取組み を進

めてい く。 

ハ ラ ス メ ン ト や 人 権 侵 害 並 び に こ れ ら に 起

因 す る 諸問 題 に も 組 織 と し て 取り 組 み 、 ハ ラ

ス メ ン トに 係 る 事 案 の す み や かな 解 決 を 図 っ

ている 。  

 学 生 ・教 職 員 が 抱 え る 問 題 にす み や か に 対

応し、広く相 談を 受け 付けら れるよ う、各キ ャ

ン パ ス及 び 附 属 ２ 病 院 に合 計 10 名以 上 の ハ

ラ ス メ ント 相 談 窓 口 委 員 を 置 き、 安 心 し て 相

談 で き る環 境 を 整 備 す る と と もに 、 コ ー デ ィ

ネ ー ト の依 頼 や 被 害 申 し 立 て に必 要 な 手 続 き

等の案 内して いる。ま た、ハ ラスメ ント の防 止

と そ の 対応 等 に つ い て 必 要 な 措置 を 講 じ る た

め に 、 本学 に ハ ラ ス メ ン ト 防 止委 員 会 を 設 置

し、必 要に応 じて 調査 委員会 を置く 等して、組

織 的 に 防止 及 び す み や か な 解 決に 取 り 組 ん で

いる。  

 教職 員には 学習の機 会とし て、年 に１度、全

教 職 員 を対 象 と し た ハ ラ ス メ ント 防 止 研 修 を

実施し 、防止及び再発 防止に 取り組 んでいる 。

こ れ ら は受 講 後 に ア ン ケ ー ト を実 施 す る こ と

により 、受講 状況の確 認を行 ってい る。 


